




























































The Relationship between Identity
 
and Friendship,Group activities





































































































































































































? ? ? ?
?「自己斉一性・連続性」（α＝.87）
過去において自分をなくしてしまったように感じる＊ 0.854 0.018 －0.022 －0.097
いつのまにか自分が自分でなくなってしまったような気がする＊ 0.801 0.005 －0.013 0.039
過去に自分自身を置き去りにしてきたような気がする＊ 0.779 0.012 －0.082 0.008
今のままでは次第に自分を失っていってしまうような気がする＊ 0.767 0.195 0.058 －0.071
「自分がない」と感じることがある＊ 0.516 0.059 0.277 －0.003
?「心理・社会的同一性」（α＝.83）
現実の社会の中で、自分らしい生活が送れる自信がある 0.101 0.780 －0.059 0.042
現実の社会の中で、自分らしい生き方ができると思う 0.114 0.776 －0.106 0.059
現実の社会の中で、自分の可能性を十分に実現できると思う 0.052 0.696 0.094 －0.049
?「対自的同一性」（α＝.78）
自分がどうなりたいのかはっきりしている －0.188 0.303 0.683 －0.035
自分が何を望んでいるのかわからなくなることがある＊ 0.322 －0.201 0.623 0.063
自分が望んでいることがはっきりしている －0.136 0.263 0.586 －0.017
自分が何をしたいのかよくわからないと感じるときがある＊ 0.257 －0.230 0.562 0.053
自分のするべきことがはっきりしている －0.114 0.363 0.547 －0.067
?「対他的同一性」（α＝.79）
自分のまわりの人々は、本当の私をわかっていないと思う＊ －0.035 0.107 －0.167 0.780
人に見られている自分と本当の自分は一致しないと感じる＊ －0.150 －0.091 0.055 0.733
本当の自分は人には理解されないだろう＊ 0.157 －0.030 0.085 0.602
人前での自分は、本当の自分ではないような気がする＊ 0.128 0.117 0.143 0.558
因子間相関 ? ? ?















































































仲間に伝えたいことは、はっきり言える 0.890 －0.034 －0.071
自分の考え・価値観はきちんと仲間に主張できる 0.874 0.010 0.003
仲間と納得がいくまで討論できる 0.656 －0.055 0.195
いつも仲間の意見に流されてしまっているような気がする＊ 0.533 －0.002 －0.177
ありのままの自分でいられる 0.465 0.133 0.132
?「活動への傾倒」（α＝.80）
他の何より、その活動を優先させている －0.020 0.728 －0.140
他の仲間と比べると、自分はその活動にのめり込んでいるほう 0.048 0.714 －0.121
目標達成のため、多少の無理ならしてしまう －0.055 0.699 0.040
自分なりの目標を持って活動に取り組んでいる －0.018 0.625 0.135
目標が達成されたときの充実感が好きだ 0.036 0.577 0.091
?「仲間受容」（α＝.79）
仲間の話に耳を傾けようとしている －0.041 －0.043 0.853
自分とは考え方・価値観などの異なる仲間のことも認められる －0.034 －0.039 0.764
仲間から指摘された非は、素直に認められる －0.056 －0.067 0.696








? ? ? ? ?
?「表面的関係」（α＝.89）
友達とはおたがいに、心を打ち明け合う＊ 0.878 －0.085 －0.131 0.012 －0.115
友達とは何でも本音で話し合うようにしている＊ 0.779 0.035 －0.136 －0.078 －0.118
友達には自分の本当の気持ちを話すことができない 0.743 －0.027 0.237 0.054 0.062
友達には自分の感情を素直に出せない 0.735 0.062 0.132 －0.020 0.108
友達にはありのままの自分を出したくない 0.671 0.016 0.130 0.052 0.086
友達といるとき、自分が無理をしていると感じる 0.605 0.123 0.114 －0.047 0.183
友達とのつながりはうわべだけのように感じる 0.605 0.025 0.097 0.016 0.220
人間の生き方などについて真剣に話し合うことがある＊ 0.592 0.089 －0.353 0.031 －0.210
友達と精神的に深い関係をもちたい＊ 0.557 －0.153 －0.301 0.049 －0.010
友達といるより一人でいるほうが好きなことができてよい 0.456 －0.152 0.148 －0.046 0.258
?「気遣い・躁的防衛」（α＝.83）
友達からどう見られているか気になる －0.046 0.825 0.005 －0.027 0.041
友達に嫌われないようにしている 0.078 0.785 －0.067 －0.010 0.066
友達からの批判が気になる 0.029 0.769 －0.033 －0.058 0.052
楽しい雰囲気になるよう気をつかっている －0.080 0.651 －0.002 0.035 0.063
友人といるときに場を盛り上げることは大切だ －0.127 0.522 0.043 0.164 －0.119
友達を傷つけないように注意を払っている 0.217 0.501 0.085 －0.079 －0.213
?「内省傾向」（α＝.78）
自分が何の為に生きているのか考えこんだことがある 0.158 －0.049 0.744 0.129 －0.048
自分の気持ちが分からなくなって悩むことがある －0.009 0.038 0.713 0.026 0.047
自分にとって確かなものがほしい －0.033 0.009 0.633 0.098 －0.081
ものごとを深く考える傾向がある －0.075 －0.041 0.504 －0.209 －0.078
自分がどんな人間なのか関心がある －0.180 0.031 0.501 －0.079 －0.059
人には言えない悩みがある 0.266 －0.094 0.493 －0.004 －0.073
自分はものごとに余り悩まない人間だ＊ 0.092 0.134 0.478 －0.107 －0.224
?「軽薄短小」（α＝.84）
楽しければなんでもいい －0.064 0.105 0.091 0.923 －0.054
軽い生き方をするようにしている 0.035 －0.018 0.036 0.803 －0.017
軽く生きていく主義だ 0.015 0.037 －0.131 0.708 －0.019
今さえ楽しければよいと思う 0.022 －0.084 0.036 0.613 0.087
?「自己中心性」（α＝.60）
自分の都合は考えるが、友達の都合は考えないほうである 0.068 －0.073 －0.180 0.003 0.602
友達のために、面倒なことに巻き込まれるのは避けたい 0.074 0.281 －0.125 0.031 0.518
自分のために、友達を傷つけることがあっても仕方がないと思う 0.150 －0.067 －0.064 －0.027 0.435
因子間相関 ? ? ? ?
? 0.247 0.008 0.053 0.406


































































































































































































































































































































































































































































誠信書房。（Identity and  the lifecycle.
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